
 

末崎の風土散策 （末崎の風土散策 （末崎の風土散策 （末崎の風土散策 （12））））

～五本松（青鳥屋山、助け松、前山）～～五本松（青鳥屋山、助け松、前山）～～五本松（青鳥屋山、助け松、前山）～～五本松（青鳥屋山、助け松、前山）～

昔から「末崎三山」と称されてきた山は、北の飛定地

山、西の箱根山、中央に青鳥屋山がある。

飛定地山は大船渡・米崎を境にして末崎の北に位置

し、三山のうち最も高く(５４９．７ｍ)、船河原川は長

さ２，１００ｍでここを源流としている。

箱根山(４４６．８ｍ)は西に米崎・小友と境界し、北

上高地の南端にあって、頂上からの眺めは絶景であり末

崎地区はその東麓部に三面を海に囲まれ展開する。

青鳥屋山(１７７ｍ)は中央に位置し、国土地理院の地

形図(２７，０００分の１)には前山地域の助け松とあり、

末崎小学校の裏山として町内どこからでも眺められ、私

達は子どもの時から五本松と呼んで親しんできた山であ

る。この山は宝暦１１年(１７６１）２月相原友直著の

気仙風土草に、「松山は松の古木の林あり此の山毎年鷹

を捕らえて国王に献上す、囚に記す、鷹取屋の守番をな

したる家は小山の前山本家にして時に鷹を捕らへて国王

に献上したと云い伝ふ。」と記されているが昔は製塩用

の薪木として乱伐されるのを防ぐ御留山でもあり、また

時々鷹を捕らえて伊達の殿様に献上していたので、鷹取

屋(たかとや)山とも云われており、頂上には太く大きな

老松が６本(末崎村誌)あり、碁石沖を走る航海者から船

の方位を見る目標としたので、助け松とも呼ばれていた。

この青鳥屋山も太平洋戦争前後に多くの樹木が伐採さ

れたが、老松は残されどこからでも眺められていたが、

私が小学生の頃は確か６本から５本に減っていて、青鳥

屋山のことを五本松と称していたのを覚えている。しか

し、それから５０～７０年の月日が流れ、周りの雑木類

が生い茂り五

本松は見えな

いので今年３

月に現地を確

認したら、さ

らに１本減っ

て四本松にな

っ て い た 。
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こ

れ
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催
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＠
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催
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落
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設
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交
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お

茶

飲
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・

会
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齢
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・
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迷
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を
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を
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。
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総
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あ
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を
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い
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料
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場
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友
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ら

、
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田
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面

に

行
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場
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細

浦

駅

か

ら

の

料
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る
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了
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か
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。
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。
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14
公

共

交

通

機

関

、

バ

ス

な

ど

の

利

用

状
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や
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題
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を
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し

合

い

今
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コ
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ュ

ニ
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機
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検
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す
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。
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本
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が
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な

い

、

バ

ス

停

ま

で

遠

い

、

料
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が

高

い

な

ど

い

ろ

い

ろ

な

意

見

が

だ

さ

れ

、

今

後

、

市

で

交

通

の

あ

り
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検

討

す

る

た

め

の

資

料

と

し

て

活

用

し

て
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大

船

渡

土

木

セ

ン

タ

ー

で

は

、

一

般

県

道

碁

石

海

岸

線

の

新

設

に

伴

い

、

土

地

所

有

者

に

別

途

立

ち

入

り

に

伴

う

通

知

文

を

発

送

し

、

６

月

中

旬

か

ら

７

月

下

旬

ま

で

門

之

浜

か

ら

山

根

地

内

４

箇

所

の

地

質

調

査

を

行

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。
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